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2019年5月1日より、新元号「令和」となったことから、4月末日時点までの数値の場合は「平成31年」、

5月1日以降時点の数値の場合は「令和」と表記することとします。なお、年度表記をする場合は、すべて

「平成31年度」で統一しています。

本文中の表記について


